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資料の分析記録

平成7年度中に、当館では館蔵の考古貧科の分析を行ないました。対象とした行料は、大磯町町内に所在する

馬場台遺跡28地点出土の炭化米です。炭化米の分析は静岡大学洪学部の佐藤洋一郎先生にお顧いし、費誼な成果

を得ることが出来、今回分析結果の概要に就いて玉稿を寄せていただきました。

馬場台逍跡は、大磯町国府本郷から生沢にかけて存在し、弥生時代から中近世にいたる大複合逍跡です。平安

時代末に国府が所在したとされる推定地を包括しており、国府関連の逍跡として広く知られています。

馬場台遺跡は現在まで、 30箇所以上の地点で調査が行なわれています。1993年に発掘調査を行なった28地点は

饉かな調査面積でしたが、弥生時代中期宮ノ台期の住居址1軒が検出されました。相模川以西の神奈川県内では

類例が少なく殊に大磯町域においては初出の事例でありました。住居址は火災に遺ったとみられ、多址の炭化材

がみられました。また、壺・甕等の土器の他、石器 ・骨角器等多様な遺物が一括廃棄の状態で出土し、造物群に

伴って米と思しき炭化物が床面直上から塊の状態で検出されました。

馬場台遺跡の炭化米分析

日本で稲が渡来してから2000年以上の時がたつ。日

本に渡来した稲は多くがジャボニカであったと考えら

れているが （佐藤 1996)、その直後の証拠はまだな

い。また、ジャポニカには温帯ジャポニカと熱帯ジャ

ポニカの 2つが知られるが、それらがいつどこから来

たか、また渡来後、どのような経路を経て伝播したか

についてもよく分かってはいない。さらに、厳密に言

うと、当時渡来した稲が、現在日本で栽培されている

稲の直後の祖先かどうかも不明である。

これら未解決の問題に答えるには、各時代、各地の

遺跡から出土する稲の遺存体からDNAを取るなどし

て、遺存体自身の生物的情報を得る必要がある。その

ためには低湿地などから出土する保存状態のよい逍存

体を手に入れなければならないが、稲の場合、低湿地

などの逍存体はあまり知られて来なかった。一方住居

跡の床面や土器などからは炭化した種子（炭化米）が

大祉に出土しているので、炭化米のDNA分析が可能

になるなら上のような疑問を解く格好の素材となる。

そこで私たちの研究グループでは数年前から炭化した

稲種子のDNA分析法の開発に当たってきた。その結

果、 今では、保存状態のよい炭化米ならDNAが取り

出せ、不十分ながらも分析できるようになってきた。

今回分析を行った炭化米が出土した馬場台遺跡は、

関東にある弥生時代の遺跡として注目される。しかも

多巌の稲種子が出土しており、その稲の系諾について

典味がもたれた。つまり、それらが九州に渡来した稲

の直接の子孫かどうか、また最近まで同地にあった古

い品種の祖先かどうかが興味を引くところである。同

地は太平洋に面するので、あるいは九州に達した稲と

は違った系譜に属するものが渡来してきた可能性もあ

静岡大学農学部助教授佐藤洋 一郎

ったからである。そこで私は、出土した炭化米17粒を

対象とし、それらからDNAをとり分析することで、

付近の当時の稲がどのような稲であったのかの推定を

試みた。

分析の手法の概要と結果は以下のようである。

DNAを取り出す手法 （抽出法）は、私たちの研究グ

ループの定法によ った。これは、サンプルを液体窒素

でこなごなに砕き、ついで界面活性剤 （洗剤に入って

いる泡の主成分）はじめ各種の薬品と遠心分離の操作

でタンバク質、糖、脂肪などを取り除く方法である。

取り出されたDNAの総祉は種子1粒あたりで 1gの

10位分の 1以下という微証のため、 PCR法という方

法によって増幅させた。PCR法とは、 DNAに備わ

る自己複製能力を利用して、微益のDNAを増やす方

法で、もとのDNAが微批であればあるほど、その威

力が発揮される。DNAを増やす時、稲の品種の特性 c 
をよくあらわす部分だけを増幅させることで、その稲

がどのような稲であったかを知ることができる。最後

に、増幅されたDNAが真に炭化米のものであること

を確認する実験を行って一連の操作が完了する。この

最後の実験は、炭化米が長く土中に留まっている間に

微生物などに汚染され、あやま ってその微生物のDN

Aが増幅される危険性を考えてのことである。なお、

今では炭化米1粒からDNAを取り出すことができる

ようになっている。

このようにして取り出されたDNAを分析すること

で、以下のことが明らかとなった。

まず、 17粒の炭化米のうち、実際にDNAが生きて

いて増幅されたのは11粒であった。残り 6粒からは、

DNAが増幅できなかったが、それは出土炭化米が火
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事で焼け落ちたと思われる家屋から出土しており、火

災によって火を受けたためかも知れない。(DNAは

火とアルカリに弱い）。火を受けた造物からのDNA

分析に1ま困難が予想される。

残り11粒の炭化米はすべてジャポニカ品種だけがも

つDNAの構造を持っていた。その例は右図のようで

炭化米から得られたDNAのバターンは現在のコシヒ

カリにはよく似ているが、インデイカのそれとは明ら

かに異なる。11粒のすべてについて、複数のDNAの

部分がジャポニカに固有のバターンを示したことから、

この11粒がジャポニカに属していたことは問迫いない

と思われる。断定的なことは言えないが、弥生時代の

大磯にあった米は、そのほとんどがジャポニカであっ

たことは確かであろう。私が今までに分析した九州や

東海地方の炭化米も、その大多数がジャポニカに屈す

るものであった。当時の大磯の稲が、九州に渡来した

稲の末裔であることを疑わせる材科は出てこなかった

ことになる。

ただ、とれたDNA泣が少なかったために、それが

どのようなジャポニカであるか、つまり焼畑で栽培さ

れていたような熱帯ジャポニカに属するのか、水田稲

作に適応する温帯ジャポニカであったのかは確認でき

ていない。今後はこうした点についても分析を進めて

みたいと思っている。

古代の植生や栽培されていた作物、品種の推定には

従来、花粉分析、プラントオパール分析などが用いら

れてきた。DNA分析はこれからの裾要が見込まれる

分析であるが、従来の方法に比べて、一陪細かい違い

を検出する能力を持っている。特に、品種や個体レベ

ルでの違いを検出する唯一の方法である。たとえば、

2つの丸木舟が同じ材からとられたものかどうか、と

,•r.‘’•-:-:~ 一臼みー，.,. ・_'・ ~｀ー
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いった疑問に答えることは、 DNA分析法以外では不

可能である。考古遺跡から出土する炭化米からDNA

が取り出されるなら、古代の稲の姿の正確な復元にと

って、またとない方法であるといえよう。

謝辞：本分析にあたっては、（有）逍伝賀源研究所の

ご助力、ご支援を頂きました。記して謝意を表します。

参考文献

佐藤洋一郎(1996): DNAが語る稲作文明、 NHK

プックス、東京、227ページ
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講義記録

平成 8年度の子ども歴史教室が、去る 8月7日（水）、 8日（木）の 2日間行なわれました。今回は「ザ・き

んじろう」と題して、 二宮金次郎をとりあげました。1日目は報徳博物館学芸員の木龍克己氏から『金次郎像の

不思記と題して講義もしていただき、 2日目には同学芸員の案内で小田原市内の金次郎ゆかりの地を見学しま

した。折しも「学校の怪談2」という映画が公開されており、その中にも金次郎像が登場するなど、意外な方面

から子どもたちに知られている金次郎ですが、今回の教室はますます身近に感じる契機となったことでしょう。

そこで、本紙上では 1日目の講義内容をまとめました。

金次郎像の不思議

金次郎像で連想されるのは、薪を背負って本を読ん

でいる少年像 （負薪読世）ではないでしょ うか。それ

には、様々な材質のものや、負薪読掛•以外の金次郎像

瀾像）もあります。

しかし、普通、銅像はその人物が立派な人であった

場合、後の人々がその人物を称えるために建てられる

のがほとんどですが、この（象は子どもを用いています。

金次郎は大人になって何もしなかったのでしょうか・・

•• そうではありません。 なぜ少年（象とな っ たのでしょ

うか。その理由について、金次郎と小学校の関係から

みていきましょう 。

明治に入ってから学校が建てられましたが、 当初は

子どもを学校へ出すということがあまり理解されませ

んでした。国民の大半が共家で、子どもは買煎な労働

カですから、 学校へ行かせるより家の手伝いを、とい

うことになります。

政府は、子どもの就学率を上げさせるため、歴史上

の人物を利用して［ 理解を得ようとしました。しかし、

最初に取り上げた人物は、武士などでしたから、牒民

にと っては、いまひとつ理解されませんでした。そこ

で、共民出身でありながら、後には塙府の役人にもなっ

た金次郎が選ばれたのです。農民でも、がんばれば立

派な人物になれる見本を示したのです。しかし、為政

者にと って不都合なところ （行年時代以降）は、カッ

トされてしまったのです。したがって、教科也には、

少年時代の話ばかりになってしまい、それがのちの金

次郎（象のもとになったのです。

そのあたりを知るために、 金次郎とはどういう人物

であったか、明治43(1910)年の『尋常小学校修身掛

巻二児童用Jを参考に見ていきたいと思います。

生い立ちと教科書

金次郎は天明 7 0787)年に父利右衛門、母よしの

長男として中級クラスの供家に生まれました。父は困

報徳博物館学芸員木龍克己

っている人に金や米を貸し与えたので、「栢山の善人」

と呼ばれていました。ところが、その後酒匂川の氾濫

などで田畑が砂礫となってしまいました。元々、体が C 
丈夫でなかった利右衛門は、田畑の復旧などいろいろ

な心労が狐なり、金次郎が14歳の時に亡くなりました。

残された母と金次郎・友吉 ・富次郎の苦労話は、この

頃からのものです。金次郎が16歳の時には母も亡くな

り、兄弟は親戚へ別々に引き取られていったのです。

この頃の様子を示した修身習が図 1です。これには

1 ~ 7番までに分かれて書かれています。

1番目の「オヤノオン」には

ニノ ミヤ キンジラウノ ウチハ タイソウ

ピンポウデアリマシタ。 チチハハハ

キンジラウ タチヲ ソダテルタメニ、イロ ・イロ

クラウ ヲ シマシタ。

とあり、これでは生まれながらの1t乏ということにな
ってしまいます。中級クラスの家であったことをカッ

トして、没落していった以降の様子を描いています。

2番目の「カウカウ（孝行）」では

ハハハシンルヰニアヅケタスエノ子 C
ノコト ヲ シンバイシテ、ヨルモ ヨク ネマ

センデシタ。キン ジラウハ ハハ ニ， ネガッテ、

オトウト ヲ ヨピモドシテ モラヒマシタ。

となっています。これは、父が亡くなった以降の話で

す。母は3人の子を育てることができなかったため、

赤ん坊の富次郎を親戚に預けました。金次郎は、母の

心配そうな様子を推し屈り、自分が頑張るから全員で

生活をしようと申し出た時の様子を示しています。

3番目の「キャウダイ ナカヨクセヨ」に

キンジラウハアサハヤク カラ ヨルオソク

マデ ヤスマズ ニ ハタライテ、フタリ ノ

オトウト ヲ ヤシナヒ マシタ。

とあります。金次郎が母を助けて働き、 2人の弟を蓑

っていたことを表しています。
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「教科書」以後の話

教科害に描かれた金次郎は、少年時代の逸話などを

もとに、修身用の徳目の部分のみを上げています。で

すから、彼が一家を再興した以降については全く触れ

ていなかったことが分かります。では、その後の様子

はどのようなものだったのでしょう。

金次郎は、伯父万兵衛の家を出てから田畑を少しず

つ買い戻し、 25歳ぐらいの時には父利右衛門が持って

いた反別に戻っています。普通でしたら、ここで「め

でたし」となるのでしょうが、それだけでは飽き足ら

ず、さらに行動を起こす非凡性を発挿しました。

金次郎は、小田原藩家老服部十郎兵衛の家へ若党と

して入り、武家の実生活を体験しています。そこには、

格式や派手な生活のため、借金に苦しむ内情が見えま

した。同家で4年間拗いた後、金次郎は日常生活の中

で無駄を省く創意工夫を教え、年間の収支と借金の返

済方法を一冊の本にまとめ、同家への置き土産としま

した。

しかし、この本は活かされず、同家の体質は変わり

ませんでした。ついに金次郎へ家政整理を頼まなけれ

ばならない状況にまで陥ってしまいます。金次郎は再

三にわたる申し出のため、ついに条件付きで引き受け

ることにしました。それは、 5年間は一切「口出し無

用」ということです。

しかし、彼の家政整理は十郎兵衛の江戸勤務など、

計画外の出贅がかさみ、思うように進みませんでした。

ついには金次郎が発案した藩の八朱金（8％の低利夜

金）拝借により解決するまで、どうにもならない状況

にまで陥っていたのです。

藩主大久保忠真は金次郎に対して、酒匂川での表彰

以来、斗枡改良の提言、八朱金や五常講の発案など、

えられたうえで同地へ赴き、 10か年計画で建て直しに

着手し、これを成し遂げることができたのです。今ま

で藩の役人は武士の目でしか見ていなかったのですが

彼は役人である前に、牒民の目で見ていました。その

違いが、成功に結びついていったのです。

金次郎の復典事業は「報徳仕法」と呼ばれ、桜町復

興の成功を聞きつけた周辺の領主からの依頼が相次ぎ、

その事例は小田原領も含め、関東周辺にも及びました。

彼の業績は幕府にも知れ渡り、ついには器府の役人と

して登用され、最終的には日光神領の復典を手がけ、70

歳でこの世を去りました。

今日、金次郎のもう 一つの呼び方に「諒徳」があり

ます。これは、彼が稲府の役人に登用され、武士とし

ての名乗りをあげてから用いるようになりました。本

来は「タカノリ」ですが、明治になってから音読みを C 
して「ソントク」と呼ばれるようになったのです。

彼の死後、報徳仕法は彼の弟子たちに引き継がれ、

明治時代には報徳運動として、全国的に普及していき

ました。報徳仕法には、「分度」というものがありま

す。

例えば、皆さんの小造いを1000円とします。それを

全部使えば、貯金することはできません。ところが、

1000円のうち700円まで使って、残りの300円を貯金す

れば、翌月は1300円使えるわけです。それをまた1000

円と考えて700円に抑えて300円を貯金に回します。こ

れを採り返し少しずつでも実行すれば、自然と小造い

は増えていくことになります。その基準は人により

様々で、自分にあった程度に決めることが重要なので

す。その基準がいわゆる分度となります。

金次郎は報徳仕法を実行する際、まず領主に分度を

決めさせました。いくら仕法を進めても、領主の分度

その財政能力に長けていたことを商く評価し、慢性的 が決まらない限り復興できないからです。分度を守ら （ 
な赤字に苦しむ藩の財政を金次郎に依頼してみてはど ず、思うように進まなかったのが服部家や小田原藩で、 一

うだろうか、ということになりました。しかし、頂臣 逆に成功したのが相馬藩（福島県）です。．

の猛反発を招く結果となり、実行されませんでした。

たとえ服部家の家政整理が成功したとしても、十二

万石の大名ともなれば、それ以上に格式が重んじられ

ていましたから、当然の結果ともいえます。

忠其は、大久保家の親戚筋にあたる宇津家（旗本）

の桜町領（栃木県二宮町）をまず復典させ、その実績

を見たうえで、藩の財政再建を頼んでみようと考えた

のです。これにはさすがの直臣達も反論できませんで

した。なぜなら、藩の役人が何度も桜町復典に向かわ

せましたが、ことごとく失敗しており、誰がやっても

結果は同じであると思われていたからです。

桜町復典の命を受けた金次郎は、藩の役人に召し抱

金次郎像のはじまり

富田高股は金次郎の弟子の一人で、師匠の自伝 r報

徳記』を世きました。これには「先生は薪取りの行き

帰りにも r大学』の世物を懐にして、途中歩きながら

声を上げて読み、少しも怠らなかった」とあります。

この本は明治13(1880)年に明治天皇に献上され、宮

内省版として全国の県知事へ配布され、さらに｝農商務

省版から一般向けのものが出されるようになりました。

明治24(1891)年には幸田露伴が少年少女向けの文学

書として r二宮蓉徳翁』が出されました。この中には、

金次郎が薪を背負って歩いている姿が挿絵として描か
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れています。それが多くの人々の目に触れていったこ が残されているのは大き

とは、この本の改訂版が何度となく出されたことから な謎となっています。

も伺えます。また、この頃から、各商店などの引き札 実物を確認させてもら

（広告）に金次郎が用いられるようになりました。 いましたが、一度取りは

金次郎の絵から像へと変わるのは、同43(1910)年 ずした痕が見られます。

に鋳金家岡崎雷妥が机上用として銅像を作りました。 供出を免れるために、ど

この作品は東京彫工会に出品され、明治天皇が踏入し こかに隠しておいたもの

たことから、天皇お買い上げの品として広く知られる と思われますが、その経

ようになりました。 緯等については不明です。

金次郎が小学校へ建てられたのは、大正13(1924) これが当時建てられた

年の前芝小学校 （愛知県）が最初でした。 これは、負 ものであるとすれば、戦

薪読晋ではなく、ピク（荷物を入れるカゴ）を背負っ 前の銅像であり、あの金 写真1

（
 

ているのが特長です。 属供出を免れたことにな

負薪読背としては、昭和 3 (1928)年、小田原の報 ります。小学校には、戦前の銅像は残されていないと

徳二宮神社はじめ、神戸周辺の小学校に金次郎像が建 いわれていただけに、打直な歴史の証人であるといえ

てられました。これは、兵匝県の県会議員中村直吉夫 ます。

人が、長年娑結銭を節約して貯めたお金をもとに寄贈 報徳二宮神社の金次郎像は、供出の命令が出された

したものです。これが当時の美談として、新聞や雑誌 時、同社のご神体であるとして、宮司が体を張って守

に大きく取り上げられました。 ったといわれています。それくらい、銅像を残すとい

これ以降、金次郎像を小学校に建てようという動き うことは極めて困難な時代だったのです。

が出てくるようになり、銅像や石像業者の盛んなPR 供出された金次郎像の後には、台石だけが残されて

もあってか、一種のプームのように拡大していきまし いました。この頃から、供出された金属類の代用品が

た。そのピークは、同11(1936)年前後となります。 国策として奨励され、この代用品には、備前焼などの

戦前には、日本の植民地であった台湾や朝鮮にも金 陶像も出回っています。

次郎像が建てられていきました。その数は、今では把 小学校の金次郎像が戦意商揚に一役買わされたころ

握しきれませんが、おそらく何百体、何千体という数 アメリカは全く別の評価をしていました。明治時代、

で生産されていたよう です。 内村鑑三著 r代表的日本人Jの中には、 二宮金次郎が

銅像の場合は鋳型がありますから、型に銅を流し込 「供聖」として記され、アメリカに紹介されました。

めば大祉生産も可能となりますが、石像の楊合は手彫 太平洋戦争の末期、戦争終結のため日本へ撒く米軍の

りのため大址生産セきず、多くのアルバイトを雇って ピラには、表に成人の似顔絵を、裏には「二宮苺徳は

作った時期もあったそうです。金次郎像のスタイルは 次の様に言ってゐます」として言葉を入れています。

（ 決まっていませんでしたから、負薪読書であれば、そ 同じ時期に全く異なる使い方をされたのは、 おそらく

れでよかったのです。そのせいか、石像はさまざまな 二宮金次郎だけでしょう。

表情 ・スタイルのものが残されています。

今日の金次郎像

金属の供出 戦後、 GHQ（連合国総司令部）は、金次郎を民主

今日残されている金次郎像のほとんどは石像です。 的な人物として位置づけていたため、一円札の肖像を

銅像は戦争により物資が不足し、金属類の供出の対象 承認したり、少年時代のリンカーンと並んで自由を勉

となりました。供出する時は、「祝出征 二宮金次郎 強している姿の油絵を書かせています。

君」と牲かれたタスキを掛け、全校生徒の前で壮行会 このように、戦後は金次郎像が小学校に建てられる

を開催しました。「金次郎でさえ国のために役立って ということは、戦前ほどではなくなりました。しかし、

いるのだから、みんなも国の役に立つ人間になれ」と、 負薪読書のスタ イルは今日でも新聞や雑誌に描かれて

戦意高揚に利用されました。 いるのを見かけます。それくらい強烈なイメージとし

写真 1は同12(1937)年、大磯町の国府小学校に建 て残されていることがうかがえます。金次郎像のもつ

てられた金次郎像です。本来ならば、これも供出の対 意味は、昔も今も変わらず「子供たちが学校でしっか

象になっていたはずです。ですから、同校に金次郎像 り勉強してほしい」ということではないでしょうか。
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海と山と人と ③ 
ツバキ科 Tlieaceae 

サザンカ Camell'ia Sasanqua Thunb. 

昭和50年4月、町民の公募により大磯町の木として

商木ではクロマツが、低木ではサザンカが選ばれまし

た。選定の理由は、クロマツは、東海道の面彩を残す

松並木のイメージ、サザンカは、家庭の庭木、生け垣

のイメージによるものだと思います。今回は、そのう

ちサザンカについて、少し詳しく述べたいと思います。

園芸植物としてよく知られているサザンカですが、

元来、野生種は、日本の四国、九州、本州（山口県）を

分布域とし、 10月から12月ぐらいに 5枚の花びらをも

つ白色の花を咲かせます。よく庭先で赤色で重弁のも

のを見かけますが、それらは、品種改良によって作ら

れたものです。分類上では、ツバキ科に位置付けられ、

他にツバキ科でなじみのあるものといえばツバキ（椿

）、チャ（茶）などがあげられます。サザンカがツバ

キの近縁種であることは、葉、花などを見ると何とな

くでも分かることですが、毎日飲んでいる茶が近縁種

であることは、普段、チャの花を見慣れていない方に

は、不思議に思われるかもしれません。用途としては、

観伐用というのが一般的で、その他には、ツバキと同

じように実の部分から油が取られ、頭髪油、塗科など

に活用されていたようです。近縁種だからといって茶

のように葉を乾燥させて飲むといった習慣はなかった

ようです。

今 日では、海外でもよく知られるようになったサザ

ンカですが、始めてヨーロッバで紹介されたのは、18

世紀初頭、 ドイツ人工ンゲルベルト ・ケンペルによっ

てでした。ケンペルは、 長崎出島のオランダ商館付医

員として来日し、帰国後、著科「廻国奇観」を出版。

その中で日本の植物を紹介しています。サザンカは、

ッパキの類として記述されています。その後、同じよ

うに18世紀末にオランダ商館付医員として来日してい

たスウェーデン人 カール ・ペーテル ・チュンベリー

が帰国後、執第した著省「日本植物誌」の中でサザン

力に CamelliaSasanqua Thunb.としてリンネ式の命

名を行い、 Thunb. （チュンベ リー）という自分の名

前を残しています。一方、日本においても江戸時代に

「大和本草」、「花境綱目」、「花境地錦抄」、「広益地錦

抄」といった植物の解説害が出版されており、その中

では、野生種の特徴が詳細に書れています。

サザンカの品種改良の歴史を追っていくと日本では、

すでに17世紀後期に書かれた 「花壇地錦抄」に、 50種

の品種が紹介されており、そのことからかなり昔から

大磯町の木 サザンカ

品種改良が行われていたと思われます。現在、日本は

もちろんアメリカにおいてもサザンカの品種改良は盛

んで、日本から種子を翰入し、栽培、品種改良を行っ

ています。したがって、サザンカの品種は、国内、国

外で相当な数があげられます。これほどまでにサザン

カの品種改良が進められていたのは、サザンカが比較

的大きい花を咲かせるので見栄えがよいということも

あるでしょうが、それ以上に晩秋という一年のうちで

も開花する花が少ない時期に咲くという特性に注目し、

この時期に咲く花をより多く増やそうと試みたことに

もよるのではないでしょうか。四季を通じて自分の身

近に華やかな色を持つ植物を置いておきたいという願

望は、今も昔も変わっていないようです。

（当館 北水股ー）

参考文 献

北村四郎 ・村田源(1979):原色日本植物図鑑 ．

C
 

本木編[J.158-161,保育社
（ 

北村四郎(1987):北村四郎選集m 植物文化史 ・
243-290,保育社

木村陽二郎（1991)：図説草木名棠辞典．209,柏酋房

［表紙写真］

宮金次郎像
大磯町立国府小学校の金次郎像は昭和12 

年に建てられた銅像。なぜ戦時中の金属供出

をまぬがれたのか謎がのこる。 (2頁参照）
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資料紹介

錦絵 『大磯襦龍館之図』 と尾上菊五郎

（
 

(
’
 

大磯海水浴場は、陸軍軍医総監を歴任した松本順に

よって明治18年に開設されました。当初の海水浴は、

病気治療と健康増進のために提唱されたもので、やが

て、鉄道の開通とともに各界の著名人が大挙して押し

掛け大磯に別荘を持つことが一種のステイタスとも

なっていきました。別荘族たちは、次第に自らの生活

を持ち込み、東京の一流店舗が大磯に支店を出したり、

夏場だけ出店するなど、さながら大磯の小東京化とも

いえる現象を生み出しています。当館にも当時の様相

を物語る究科が数多く所蔵されています。そのひとつ

に錦絵があります。錦絵は海水浴客の土産物として、

あるいは PRの役目を担いながら、明治20年代から明

治末にかけて、海水浴を題材にした数多くの錦絵が出

回ったようです。

さて、下図は明治24年に刊行された r大磯括龍館之

図Jです。これは、海水浴場と括訛館と呼ばれる旅館

を背屎に、縞模様の海水着を着た、歌罪伎役者五代目

尾上菊五郎がポーズをとっており、肩上には菊五郎自

作の小唄を配しています。この錦絵は、過去に町の観

光ボスターに利用されるなど、比較的ポビュラ ーな絵

柄として、ご党になった方も多いことでしょう 。

五代目菊五郎 （音羽屋、本名寺島清） は、大磯に海

水浴場が開かれると、芝居の合間に、たびたび梱瀧館

に投宿して静養していたようです。このことが評判と

なり、更に多くの人々の来磯に拍車がかかったとされ

ています。その後、1菊五郎は明治32年頃に台町（現在

の住居表示は東小磯） 1、161番地外に別荘を構えてい

ます。菊五郎には、多くのエビソー ドが伝えられてい

ますが、まさに大磯海水浴場を多くの人々に知らしめ

たという大きな役割を果たした人物といえるでしょう 。

さて、最近当館が収集した査料に 「文藝倶築部」第

三巻十一福があります。明治30年8月10日発行のこの

雑誌には、巻頭8頁にわたって写真が掲載されており

その中に、やはり時節柄でしょうか、r.大磯海水浴」

と題した写真が5点掲載されています。そのうち 3点

は新橋の芸妓の海水着姿、 2点が尾上菊五郎、榮三郎

の歌舞伎役者の海水着姿です。写真のキャプションに

は「大磯遠藤信行氏撮影」と記載されています。同

氏は大磯にあった遠藤写真館の創設者で、明治20年代

の古写真には「出張舗大磯苔察署前 東京早取窃真師

遠藤信行」と告かれており、既にその当時から営業を

していたようです。このことから、おそらく文芸倶柴

部に掲載された菊五郎の写真は、菊五郎が別荘を所有

する以前、格龍館滞在中に撮影されたものと思われま

す。腕組み、半珈訣坐、すました表情、そして、着用

している海水着や頭に巻いた手拭いなどから、この写

真こそ、まさに錦絵 r大隈拷龍館之図Jのモデルとな

った絵柄として想像するに十分なものといえるでしょ

う。 （当館佐川和裕）
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r大碗招龍館之図J （左）と菊五郎の水着姿（右）
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秋季特別展 『おばあちゃんの針仕事 』

大磯町郷土査料館では、平成8年10月13日から11月

17日まで、平成8年度秋季特別展として rおばあちゃ

んの針仕事』を開催いたします。

昔から、衣服は繰り返して再生されてきました。新

調した着物は、何回も洗い張りされて着古され、やが

て仕立て直しをされて姿を変えていきました。それは

単に倹約するという理由だけではなかったはずです。

何度でも仕立て直しができるという和服の特徴はもち

ろんですが、そのほどいた着物や余り布には、さまざ

まな思い入れがあります。たとえ、それがやがて擦り

切れた雑巾に姿を変えても、当事者にとっての思い出

がぎっしりと詰め込まれているのです。だからこそ擦

り切れて無くなるまで大切に使われ続けたのでしょう 。

今年、i酋89歳になった品山キクさん（明治40年生）は、

たくさんの衣服や小物を紐い続けてきました。それは、

娘を嫁がせる時に持たせるためであったり、孫や曾孫

が生まれたためであったり、知人へのお見舞いやお返

しであったり、もちろん自分で使うためでもあります。 なお、特別展最終日の11月17日（日）には、記念実

「着るため」「使うため」に作られた衣服や小物の数々 演会として『機織りの実濱」をおこないます。かつて

は、いずれも家族や親戚、知人のもとで、現在も実際 は、大磯周辺でも禿蚕が盛んだったため、自宅で糸を

に着用し愛用されているものばかりです。そこには、 取って機織りをしたものです。特に、嫁入りまでには

古くから日本人が育んできた布に対する見方や接し方 自分の着物ぐらいは織れるように躾けられたといいま

が見えてきます。 す。しかし、既にその技術を持つ人はほとんどいなく

そこで今回の特別展では、昔からの精神を引継ぎ、 なりました。そこで今回は、相模原市田名在住の大谷

古着や余り布を利用して、 89歳の現在も衣服や小物を タケさんにより、小型機織り機を使ってストールなど

縫い続けているおばあさんの針仕事をご紹介します。 を識る実演をしていだきます。実際に機織りを体験し

会期中は、ハンテン、ソデナシ、チャンチャンコなど200 ていただくこともできますので、ふるってご参加くだ

点余りを展示します。ぜひご党ください。 さい。

Jヽ 

メ’

r‘
 

（
 

いずれも古着を利用したドテラ（左）、ハンテン（中） 、ソデナシ（右）
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【トビックス】

◇アカボウクジラが漂藩

去る 6月13日午前、国府新宿の海岸にクジラが打ち

上げられているとの一報がありました。現場は、二宮

（
 

町境に近い西湘バイパス下の波打ち際で、大型の海獣

が横たわっており、残念ながら既に息絶えていました。

一見するとイルカにも似ていましたが、その後の調査

で、メスのアカボウクジラと判明しました。成長する

と約6mまでになるというアカボウクジラですが、ク

ジラの中では小型で、相模湾では 2月から 3月にかけ

て打ち上がる例が多いものの、この時期としては珍し

いとのことです。今回渫着したクジラは、体長は 5m 

70cmで、背中やヒレの部分に損傷がひどく、死んでか

ら流れ着いたものと見られています。関係機関の手で

実測や写真による記録がなされた後、砂浜に埋められ

て処分されました。なお、このニュースは、 6月14日

付の朝日新聞にも掲載されました。

◇子ども歴史教室

本年度の子ども歴史教室は、 ＝宮金次郎をテーマに

去る 8月7日、 8日の 2日間おこないました。栢山村

（現小田原市栢山）に生まれた金次郎（またの名を諒徳）

は、江戸時イtに飢饉などに苦しむ農民たちを救済し、

牒村の復興に尽くした人として知られています。 1日

目には、報徳博物館の木龍克己学芸員から、 r金次郎

像の不思議Jと題したお話を聞きました。また、 2日

目には同学芸員の案内のもと、小田原市内の金次郎に

かかわる史跡をまわりました。

（前掲講義内容参照）

(
.
 

◇一部展示替え

今年も、常設展示室の小コ ーナー「歴史を語る品々」 施しているものです。当館では平成2年に初めて実習

の展示替えをおこないました。これは、例年 9月に受 生を受け入れて以降、展示替えも 7回目を数えました

け入れている博物館実習生の館務実習の一環として実 が、今までは「社会生活」、「遊び」、「戦争」、「健康」

といった文化的なテーマを取り扱った内容がほとんど

でした。しかし、今回は「消えゆく生き物たち」をテ

ーマに、初めて自然分野の展示に挑みました。私たち

の生活の向上によってもたらされた自然環境の激変に

より、生きる場所を追われた、あるいは追われようと

している生き物たちが、近年各方面でクローズアップ

されていますが、同じような問題は大碗でも他人ごと

ではありません。そこで、もっと私たちの身近な問題

として見つめ直そうとの意図のもと、今回の企画とな

りました。展示は本館所蔵の象1J製や標本、写真パネル

などで構成しています。ささやかな展示コーナーです

が、大きな問題慈識を持った内容となりました。

- 11 (115) -



【資料の受入】

（寄 贈）ご協力ありがとうございました。

大 磯佐藤勇氏 ハゴイタ （潜行板）

大 磯木村純子氏 お歯黒道具他

大 磯加治久氏 土器

大 磯西海誠氏 ポスト他

西小磯小巻 喜義氏 トックリ

西小磯鈴木東ー氏 ハナ（七夕の飾り）

西小磯谷久保清彦氏 布見本の布他

国府本郷加藤広美氏 羽子板他

国府本郷山口 進氏 掛軸他

国府新宿 日吉 邦雄氏 和文タイ プライター

平 塚市三簾 智子氏 アミ（七夕の飾り）

平 塚市飯田圭太郎氏 須恵器他（表採）

平 塚市久保田ス ミ氏 仕事着

平 塚市 加藤春雄氏

藤沢市 山口章子氏

愛 川 町 大塚 博夫氏

寒 川町 辻儀四郎氏

羽子板 他

神酒ドッ クリ

虫送り行事写其

時刻表

東 京 都住友石炭鉱業（株） レンガ他

（寄託）

大 磯宮代治吉氏

大 磯菊池なつみ氏

西小磯高木とみ子氏

西小磯渡辺長吉氏

西小磯戸塚浩氏

西小磯中村晴夫氏

国府本郷添田佐助氏

国府本郷近藤俊雄氏

月 京後藤勲氏

月 京山川正氏

黒 岩守屋松三郎氏

黒 岩坂井保治氏

西小磯東 ・西区

西小磯東区

裡道区

［行事案内］

みなさんの参加をお待ちしています。詳しくは町広

報をご党になるか、館へ直接お問い合わせください。

,・ 

...,.特別展

『おばあちゃんの針仕事』

10月13日 （日） ～ 11月17日（日）

昔からの精神を引継ぎ、古着や余り布を利用して、

89歳の現在も衣服を

経い続けているおば

あさんの針仕事をご

紹介します。期間中

はハンテン、ソデナ

シ、チャ ンチャンコ

など 200点余を展示

します。
（
 

大磯町役場総務部総務課

大磯町役場企画政策室

大磯町立図咎館

（採集）

町内

町内

稲荷講査科

文学行科

掛軸

小礎囃子道具

稲荷講行科

稲荷講打料

看板

古文咎

古文習

掛籍

古文世他

高札

掛軸他

掛軸他

獅子頭

西小磯子ども育成会 会旗他

大磯中学校 吉田茂杯他

＊寄託期間 平成8年4月一平成 10年3月

（移管）

公図

淡水魚類標本

看板

棟札、古文咎

ワラスグリ

▼特別展記念実演会

r機織りの実演』

11月17日（日） 午前11時と午後2時の 2回

小型の機織り機を使って、帯やスト ールなどの小物を

織る実濱をおこないます。実際に機織り体験をしてい

ただくこともできます。

▼自然観察会

r植物採集と押し葉標本の作成J

（申込制 定員30名）

10月17日（木） ・24日（木） ．31日（木）

午後1時30分～ 4時、 3日間出席できる方

r木の実を使ってクリスマスリースをつくろうJ

（申込制 定員50名）

12月14日（土） ・15日（日）

▼資料館講座 （申込制 定員40名）

平成9年2月8日（土）、 15日（土）

▼企画展

（仮称）『近代の雑器J

平成9年 3月16日（日） ～ 4月20日（日）
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